
令和６年度みきっ子未来応援協議会 家庭・地域・学校教育部会 次第 

日時 令和７年２月１７日（月） 

場所 三木市教育センター４階大研修室 

  

１ 開会あいさつ 

 

 

２ 部会長、副部会長紹介 

 

 

３ 委員自己紹介 

 

 

４ 協議事項 「家庭・地域・学校が一体となった人づくりに関すること」 

（１）事例及び現状 

・地域と学校の連携・協働体制推進事業について 

・青少年の健全育成に係る取組状況について 

・子どもたちのウェルビーイングについて 

 

 

 

 

 

 

（２）家庭、地域、学校の連携について 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会あいさつ  



                             令和 7年 2月 17 日 

 

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制推進事業」について 

 

１ 事業の所管課 

  三木市教育委員会事務局 教育総務部 生涯学習課 

 

２ 事業の趣旨、概要 

  近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化しており、未来を担う子どもたちを健や 

 かに育むためには、地域住民等と学校がそれぞれの役割と責任を自覚し、連携・協働 

を図る体制づくりを進める必要がある。 

  そのため、地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長 

 を支えていく活動（＝「地域学校協働活動」）を推進する。 

  三木市においては、生涯学習課に統括コーディネーターを配置し、地域住民の方や 

 豊富な社会経験を持つ方の協力を得て、学校のニーズに応じた教育支援活動を主に実 

 施している。 

  対象校は、市内の小学校１３校、中学校６校、特別支援学校１校の２０校で、学習

支援（昔遊び教室、書道教室等）、学校環境整備支援（花壇の植栽、図書館ボランティ

ア等）を行い、本年度は現時点で１２校において約１１０名の地域住民のボランティ

アの方に指導者としてご協力をいただいている。 

 

３ 「自由っ子未来塾」及び「おかたづけのお部屋」について 

  「地域と学校の連携・協働体制推進事業」は、上記の学校ごとの教育支援活動に加

え、夏休み期間中に三木市自由が丘公民館において「自由っ子未来塾」を、三木市青

山公民館において「おかたづけのお部屋」を開催し、自主学習や夏休みの宿題につい

て、児童・生徒の学習支援を行った。 

 

４ 本年度の動き 

  ここ数年、コミュニティ・スクールの導入もきっかけとなり、地域と学校の協働活

動が少しずつではあるが増加している傾向である。 

  今後も引き続き、地域と学校の協働活動を通して、地域全体で子どもたちの育ちを

支援していく。 



三木市青少年センター事業説明資料 

令和７年２月１７日 

１ 青少年センターが取り組む青少年の健全育成に係る事業 

 

(1) 児童・生徒等の見守り活動 

・ 「人の目の垣根隊」会員が、小学校区毎に登下校、放課後等の見守り活動実施 

・ 活動時、会員による「あいさつ運動」や「安全指導」の実践 

・ 小学校区ごとに「人の目の垣根隊意見交換会」を実施し、会員の思いや要望を聞き、

今後の見守り活動ならびに安全対策に反映 

 

(2) インターネット利用における加害や被害防止に向けた「ネット見守り隊」事業 

・ 特別監視員がオンラインゲームやＸ(旧ツイッター)、インスタグラム、フェイスブ

ック、動画サイト等の検索を随時行い、青少年センターが報告を受けた事案に関しては、

学校教育課に報告・相談の上、関係小・中学校と連携して児童生徒に適切な指導 

・ 青少年のネット利用状況を知ることにより、流行や動向の把握 

 

(3) 関係機関との連携 

・ 学校・警察・事業者連絡会で情報交換（年２回） 

・ 中播地区高等学校生徒指導協議会で情報交換（年３回） 

 

(4) 青少年健全育成ポスターの制作と配布 

・ 市内小・中学生に夏季休業中、ポスター作成を依頼し、優秀作品２点をポスターに

まとめ、１０月に、市内各小・中・特別支援学校、公共施設、大型量販店等に配布・掲

示依頼 

 

２ 青少年センターと補導委員会が協働して取り組む青少年の健全育成に係る事業 

 

(1) 青少年の非行防止、健全育成に向けた補導活動 

・ 各地域における班活動として、地域巡回補導活動の実施 

（原則月２回以上の深夜補導） 

・ 北播磨全域の青少年補導委員が統一活動として街頭補導活動の実施（年２回） 

・ 役員と各班員が協働した深夜補導活動の実施（年４回） 

・ 大宮八幡宮や岩壷神社、戎神社の祭礼や、二十歳の祝典等での補導活動の実施 

 

 



 

 (2) 青少年健全育成啓発活動  

・ 小・中学校ＰＴＡ役員や更生保護女性会の協力を得て、大型量販店舗内の巡回や 

 店頭での啓発を兼ねた「ＰＴＡパトロール」の実施 

・ 三木防犯協会と協働した青少年健全育成への啓発活動の実施 

・ 青色パトロール車による下校中の児童生徒の見守り巡回活動の実施 

・ 市内に８ヶ所設置した白ポストに投函された青少年に有害な図書類を、１１班 

（小学校ＰＴＡ班）とともに回収 

・ 北播磨県民局と協働した青少年への有害環境実態調査の実施 



No. 校区 会員数 平均
年齢 新規 退会

1 三樹小学校 70 73 3 3

2 平田小学校 13 75 2

3 三木小学校 22 70 4

4 別所小学校 26 69 2

5 志染小学校 13 71

6 口吉川小学校 19 69 1

7 豊地小学校 3 74

8 緑が丘小学校 33 74

9 緑が丘東小学校 29 75 2 1

10 自由が丘小学校 30 75 1 2

11 自由が丘東小学校 22 81 11 3

12 広野小学校 48 58 20 18

13 吉川小学校 52 66 3

14 校区外 12 63

合計 392 70 44 32

令和６年度

人の目の垣根隊会員
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子どもを真ん中に考えて







社会構造の変化→求められる力の変化















家庭における子どもたちの
ウェルビーイングについて


